
こどもの日にちなんだ企画として鎧を着てみよう
を田原市博物館で開催し、多くの親子連れが参加
しました。この行事は現代の鎧師が作った鎧兜を
着て、戦国武将気分を味わってもらおうというも
ので、毎年好評。この日も鎧兜を着付けてもらった
後、思い思いのポーズを決めて記念撮影を行いま
した。子どもたちは、鎧兜の重さにびっくりしなが
らも、貴重な体験にりりしい姿やすてきな笑顔を
見せてくれました。

伊良湖岬にハマユウの群生地を復活させようと、
渥美青年経済研究会のメンバー約 40 名と、伊良
湖小学校の児童 26 名が、ハマユウの苗や種を恋
路ヶ浜に植えました。今回は 20 回目の節目とい
うことで「初心に帰ろう」と、20 年前に初めて苗
を植え、現在苗がところどころに根付いた場所に
再び植えることになりました。児童や青研のメン
バーらは「いつか白い花でいっぱいの岬がよみが
えるように」と願いを込めながら植えていました。

サンテパルクたはらでは、ゴールデンウィークを
中心にさまざまな春のイベントを開催し、４月29
日（土）～５月７日（日）の期間に４万８４００人の
入場者を記録しました。４月30日（日）には、新鮮な
地元の野菜・畜産物・花などを販売する、恒例の農
業祭でにぎわいました。また、５月14日（日）には園
内の体験農場で農業体験「田植え」を行いました。
参加した皆さんは、泥だらけになりながら苗の手
植えを体験しました。

田原市三河湾側の海岸では潮干狩りのシーズンを
迎え、たくさんの人でにぎわっています。この日も
潮の引いた海岸で、小さな子どもから大人まで一
生懸命アサリを探していました。クマデを手にし
た子どもたちは、大きなアサリを見つけると大喜
び。うれしそうにお父さん、お母さんに見せる姿が
印象的でした。潮干狩りのシーズンは、一般的には
３月中旬から６月ごろまでで、時間は干潮時刻の
前後２時間くらいが適しています。
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日 春のサンテも　楽しみいっぱい！

■変身した弟の姿にお兄ちゃんもうれしそう！

■しっかり根付いて立派な花を咲かせてくれますように！

祝 カッコいい戦国武将　見参！

■おいしいお米にすくすく育て！農作業の大変さを味わう親子

木 よみがえれ！ハマユウいっぱいの岬

■たくさんアサリを見つけたよ！（伊川津海岸）

日 三河湾にぎやか　潮干狩り


